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������システム：
	�
�ラインにおける、
��れ�
の��の��

���

��れは�くつく：リコール、��、

ブランドの����

｢��れ｣は��にわたって���	
を�ませて
きました。�����の	�の�3%に、カビの��
や

な����の��の��になり�る��れが
あります。��の�����に、�み�ての��や
それによって�じる��れを��することは、
����を��させ、��の�きいリコールにつな
がる�!の"���を#�するために�$に��で
す。

�は�み�て�の��や%&'�などを つける
のに!くほど()なツールです。しかし、+,の-
��.-"では、/0の1#でどれだけ2)を$や
しても、34な�れが��されない5%6がありま
す。そのため、��が&7された8でこのような4
'の�れが つかることがよくあります。また、
+,の��はアルミニウムを<む	(%､*=%､>
+?、@Aの����の�B���などで�み�て
られているため、C�とは,-にならないほど�の
.DをEけやすくなっています。このことは、��
れ/0の"�クレームがHえ1け、2I3�3で4
なくとも50JKの��がリコールされている[1]こと
からもBかります。

��の��� 

��Bの���メーカは、��ラインのO8にO
4��56�7のP8として2〜5Bの��9�:;
をQRし、��が｢S<している｣ことを56してい
ます。9�:;では、2000 psiの�Tで��に�をU
Vします。*A1�からのUVによって、��れ=
Wが>こりやすくなります。

Figure 1. Automakers Turn Up the Pressure to Find
Leaks with Water Jets in the 2,000 psi Range

9�:;8、��はラインX	?が@ABに�.
します。/0の-��.1#では、X	?がCDま
たはE-によって��れを��していました。この
1#は'YBなFが@く、34な��れや-のZか
ない�[にGれた�れは Hとすことがあります。
�は-がZきにくい�[、\えばプラスチックaI
�の8ろやカーペットのdにJまります。

��の�
!"は��れを#$とし、	�への%くの

｢'(｣を*+とするためコスト,を-く

eの-��.1#は�$に2)がかかるf�があ
ります。PKBなアプローチには、>Fが�によっ
てLMすることで�NBに��れを��するhiO
プローブ、�にEれるとkPするlm@�が<まれ
たQのインジケータ・テープ、CD��れ�.のた
めのsRaI�のtりuし(その8v�み�てがw
�)、などの1#があります。しかし、xいST%や
カーペットdの�きなケーブル・ハーネスの{Oが
Hえるにつれて、このような1#でも|U6が}d
しています。

��.

��で�れを つけるには、��れ��の	しい
アプローチがw�です。��れV[にWするのはX
しいため、カーペットのdやプラスチック・パネル
とドア・モールディングとの3のYいスペースに、
�B��センサをZ[するw�があります。

	�の��れを/0に01する、コスト23が4きく5

67が�いシステムは、89	メーカにとって:;の�

いものです。

オン・セミコンダクターとRFMicronは、����
れ��ソリューション(Figure 2)により、この\�に
tり�んできました。O�の�Bは、�がJまる�
[にZ[された]�のC�たない�B��センサ
を、eの^���やaI�に�_を�えたり`�さ
せたりしないで�Oします。2aCの�Bはこれら
のセンサをbみtって、センサ・データを�cし、
��れV[をd�するシステムです。���メーカ
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は、��Bな��れ�[データを�Oして��れを
efに�Aでき、また
�な��gAシステムを�
�れの����をd�するためのものにkえること
ができます。そのh�、��の��が��され、
�!i��が��します。

Figure 2. RFM5126 Moisture Intrusion Detection
System Automatically Inspects Vehicles for Leaks

at the End of the Assembly Process

RFM5126ターンキー・システムは、バッテリ'�
のワイヤレス�B��センサと、5���ラインに
j>k[された
l%の¡Aシステムで^�されて
います。��は、センサとmno|をpうためのア
ンテナを£え¤けたq�ゲートをo2します。�B
��センサはトリム・ステージ(auI��のt¤�
7)の�に��のr¦シャーシにj>tり¤けられま
す(Figure 3)。
システムはセンサ・データを¡Aして、�れの¨
mや�れV[を©ªします。5Qに�れV[をd�
することにより、�Aコストを}sし�3をt�す
るので、u�チームが�れV[を«すのに�3をv
$することはありません。¡Aされたセンサ・デー
タは��なwxデータにもなり、���メーカはそ
れを��gAやy¬プログラムに�Oできます。
��なwxデータはzのとおりです。

• VIN (��{­a®) データ

• ��の|N／S<=W
• ��れV[
• シャーシおよびaIスタイルwx
• �3およびラインwx
• ��x~wx
• %&／��に¯する��なj�B©ª

ワイヤレス|�センサは、ローカル��や��を
w�としないSmart Passive Sensing�テクノロジを�
Oして�Bを��します。��がないので、センサ
は�$に]く、��aI�のdに±²にGすことが
できます。これらのセンサは､RFMicronからはSmart 
Passive SensingブランドのdでRFM2110として、また
オン・セミコンダクターからはSPSブランドのdで
SPS1M001として�³されています。

Figure 3. Sensors are Placed Directly on the
Vehicles’ Metal Chassis at the Pre-trim Stage

j��へのtり¤け�にセンサにウィッキング・
テールを�´できます(Figure 4)。この]Qのような
ストリップは��g��によって�をcめるため、
よりµ�¶にわたって�B·7を��できます。

Figure 4. Thin Wireless Moisture Sensor Installed
on Bare Chassis Metal with Optional Wicking Tail

that Extends the Monitoring Zone

このバッテリ'�のセンサは、¡Aシステムのリ
ーダI[に>1された*Aのアンテナから¸Vされ
るmn¹�A(RF)エネルギーを�Oします。アンテ
ナは5���ラインの�にあるドライブスルー^�
である｢ポータル(q�ゲート)｣にtり¤けられてい
ます(Figure 5)。リーダI[は"aにセンサをbみt
って、s��のデータを�cします。
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Figure 5. Drive through Portal Configuration with
Portals on Both Ends of the Water Bath

9�:;ブース�の����[には1½のポータル
とオペレータ・ステーションがあり、9�:;ブー
ス8の��8�[には�2のポータルとより��の
プロセッサ・コンソールがk[されています。��
は
TU�:;の�8にポータルをo2する�にス
キャンされます。
リーダI[で�cされたデータは、データgAが
±²になるように�5なシャーシVINに/0¤けら

れます。���メーカは、バーコード・リーダなど
いくつかのシャーシ{­¾�を¿Oしています。
この¾�をシステムにtり7れることによって、
RFM5126システムは��Bの���メーカのニーズ
に¯ÁできるÂ�6をQ�しています。
すべての��センサ・データはコンソール・ステ
ーションで¡Aされます。���データと��8デ
ータのÃ�を{Oして、それぞれのセンサー�[で
|った=WとS<=Wを©ªします。��れが��
されるとコンソール・ステーションはオペレータに
j>フィードバックします。

システムは	�<=が�>
�ラインを?9する@に、

A>かつ2BCにDEFGまたは.HFGを��する

sセンサは{­コードまたはシャーシ�のどこに
k[されたかを�す�[コードを�Åしています。
�[コードは、��れが��された�=に��ライ
ンのX	?とu�チームにどのV[をF�すべきか
をo�するのに{Oされます。��れ�[をd�す
ることによって、��の� や�Aにw�なaI�
�のtりuしX	'をOÆ�にÇえることができま
す。

Table 1. EXAMPLE DATA OUTPUT
(includes: VIN XXX123, Inspection Line #1, DDMMYY: HH:MM, etc.)

Sensor Location Pre-wash Code Post-wash Code Delta Wet/Dry

1  Driver Front Pan 19.7 19.2 −0.5 Dry

2  Driver Rear Pan 30.9 30.9 0.0 Dry

3  Passenger Front Pan 19.5 18.7 −0.8 Dry

4  Passenger Rear Pan 19.0 15.2 −3.8 Wet

5  Trunk 20.1 19.9 −0.2 Dry

RFM5126システムにはhi�センサ・リーダがO
Èされており、��が
fポータルから�ざかった
ときにセンサとのÉ|にÊ�な1#をËÌします。
hi�リーダは、エンジニアリング��[における
k�やu�X	�に�れ=Wを56するときにdに
Í�ちます。
hi�リーダのソフトウェアは、��のオペレー
タ・ステーションとÎ�な%)とネットワーク>1
6を£えています。hi�リーダを��Kに[く
と、すべてのデータが� ¡システム・データベー
スにアップロードされます。

システム・ハードウェアとIJ

ハードウェアKLMN

RFM5126�B97��システムには、すべてのシ
ステム・ハードウェア、^���、ÐÑ���れ�
�システムのQIにw�なコンピュータlÓが<ま

れます。このシステムは¢	OlÓで^�され、
S�£�で"¤されています。��に¯する
TU
�:;はX²�が
い:;ですが、"¤されていな
い��lÓに¯する:;もÎ�にÔXなものです。
システム・ハードウェアの^�は、Cdのとおり
です。

• ���オペレータ・ステーション
• ��8タッチスクリーンÕXÖ
• フォルトトレラント・サーバおよびプロセッサ
• Ø�データ・ストレージ＆Ethernetネットワーク

• ¢	グレード��lÓおよびNEMA¦Ù£�

• ポータル^�
• UHFE|lおよびアンテナ

• hi�センサ・スキャナ
• バーコード・スキャナ

http://www.onsemi.jp/
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ソフトウェアOPとサポート

§=Bなシステム・ソフトウェアにより、データ
�c、データ��、"Ú、¡AのすべてをgAしま
す。システムのdÛはzのとおりです。

• ���および��8のポータルのサポート
• シングル・ドライブイン、バックアウト・ポータ
ルのサポート

• バーコード・スキャナ¤きhi�センサ・リーダ
• システムgAVINおよびセンサ・データのリンク

• リアルタイム|N／S<y¬
• ��れV[のコンソール¨�
• -�／オペレータu�Ü�
• コンソール・ステーションでのデータ"Ý
• OEM��ネットワークへのデータ>1

モニタしている��データは、���メーカの�
�gAデータベースにj>©|することも5%で
す。�れデータへのアクセスは、よりªんだ���
.および/0f�のy¬に'5�です。
このシステムは�れに/して、��ライン、
�Þ、ワークシフト、およびeのカテゴリ­にB«
するためのビジネス・データをËÌして、��の�
み�てに�_を�え�れをàき>こす����をd
�するのにÍ�ちます。�れおよびそれらの��B
な��をより¬くAyすることにより、���メー
カはá0の��kxを��するために、このデータ
を^���のkxX	にフィードバックすることが
できます。

Figure 6. Turnkey System Software Architecture
Provides a Comprehensive Platform on which to
Add New Features over Time, Including Cognitive

Processing and Analysis

QRCな567とST7

このターンキー・システムは、Q�­み¢	ソリ
ューションとしてâãに:;されており、ä�の|
った��とS<��の�1の�[でデータを�cし
ながら、95%を®えるGauge R&R (|U6およびv�

6)¯���をW�しています。このAåは	
O

の��レートであり、90%にもWしない/0の-�
�.-#をæ°します。

UVとROI

RFM5126システムは、��の���7において、
�.�7をすりçけたり、O4Bに¯¡が±られる
��れをàき>こす��をy²するCBでkxされ
たものです。ÐÑ��システムは���メーカにz
のような@くの�³をもたらします。
èな�F：

• -X	による�.が'�
• リアルタイムでの�.h�とデータy¬
• ラインで｢��｣への>Eが'�
• /0u�X	の}s
• �.¯�の��
• µ��のé¶
• ê­｢·.スタイル｣:;のé¶
• ��での��れ��の HとしをOÆl
• ��のサイズおよび*¸6への¹Á
• "�$Oのës
• �!i��の��

���メーカのROI (ìº�³»)は、íî$のë
s、��れ��の Hとし}s、�!i��の��
という3つのèな�(をïðに²�されます。

9:WのXY

íî$のësはèに�.�7の��lによりQ�
されます。また、��れV[を��Bにd�するこ
とによってu�X	$もësされ、/0Þの�.1
#でQRしていた�れ���«¼�の'w�な��
のy�もなくなります。
-��.�3は��ラインでo$10Bかかり、
�れが つかった�=にはさらに30Bのu�X	が
w�でした。��lシステムはÑ�としてX	�3
を1��ñりO�12Bësします。センサ、ポータ
ル・ハードウェア、¡Aのコストを½òすると、
Ñ�Bな1��ñりのコストësはオペレータの�
3�を30ドルとして5ドルC�になります。

Zれた��れ��コスト

�³が�れるのを たくはありません。"�$O
となるとdにそれが¾えます。��の����8に
は、��れV[を�Aするためのコストは�きく¿
らみます。ÀÁした¾�óがすでにôlし�しく�
�をÉõする��aでのX	に,べて、��でX	
するほうが�Aコストは�öに�÷します。
����8に��れ�Aをした�=のコストはø
ù5,700ドルです。このようにコストが
いAÂは、
��a�に�がJまりはじめると、

な��lÓ
を��するf�があることです。��から��され
る��の�3%に、カビの��やlÓの��をàき>
こすだけの��れがあるとú�されています。これ
により1��ñたりøù100ドルの��れ�Aコスト

http://www.onsemi.jp/
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がかかります。このGれたコストは、O4Bに	�
&7�に�!のÃûとなってしまいます。
	
Ñ�でÄ�7000JKC�の��がÅ�されま
すが、このKAはrÆにすると150üドルにÇñし
ます。���メーカのROIは、"��Aコストをx
Èに7れると�$にÉ)BなAýになります。

N[およびブランド:;の\=

おそらく����れ��のOも��なメリット
は、��される��の����とそれにþうブラン
ド
åの��でしょう。Å�の����は、Ê$?
È{のË�を�る��なファクタとなります。

]^

オン・セミコンダクターとRFMicronは、	
でQ
�­みのターンキー��れ��ソリューションをË
Ìしています。RFM5126�B97��システムは、
��aへの�97をmnで��し、¢	グレードの
��lハードウェアおよびソフトウェアを�Oして
��れデータのy¬をËÌします。バッテリ'�の
]�ワイヤレス�B��センサは、��れをピンポ
イントで��するために、�がJまりやすい�[に
あるaI�のdおよび8ろにZ[されます。Ì�し
たオペレータ・ステーションとソフトウェアを£え
たÐÑ��lされたポータルが、����ラインと
jnにZ[され、�.h�をリアルタイムでËÌし
ます。バックエンド>1により、���メーカーは
シャーシ・モデル、モデル�、����に/する�
�れデータを�Íして、����にÍ�てたり、á
0モデルのためにデータをkxプロセスにフィード
バックすることができます。

このターンキー・システムは-��.1#を[き
õえ、µ��に/するvX	をsらすことによって
1��ñりのíî$をësします。さらに�きなメ
リットは、"��AコストH�につながる��での
��れ��の Hとしをsらして、Cに えないコ
ストをësすることです。���メーカのブランド

åの��は、あくなき����の��によりW�
されるものです。

_`abおよびその?のcd

[1] Consumer Reports
[2] IHS “Automotive System Market Tracker H2 2016”

Smart Passive Sensors and Smart Passive Sensing are
legally held trademarks under RFMicron.

For more information on SPS technology and sensor
operation, please see the below documents:
• PB027F01: RFM5126 Moisture Intrusion Portal

System Product Brochure
• WP004F12: Automotive Water Intrusion Detection

White Paper
• SPS1M001/D: SPSx Family Datasheet

• AND9209JP/D: Chameleon� Technology Enables
Low-Cost Smart Passive Sensors

• AND9211JP/D: Smart Passive Sensor Measurements
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